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新
管
理
シ
ス
テ
ム

「
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ａ
Ｓ
」で
支
援

トーハン 出
版
社
の
版
権
ビ
ジ
ネ
ス
拡
大
へ

出
版
社
の
版
権
ビ
ジ
ネ
ス
拡
大
へ

トーハン本社での説明会に多くの出版社が訪れた

あいさつする川上社長

紙
＋
電
子
は
１
・
５
％
減

24
年
上
半
期
の
出
版
市
場

　
出
版
科
学
研
究
所
は
７
月

25
日
、
２
０
２
４
年
上
半

期
（
１
～
６
月
）
の
出
版
市

場
は
、
紙
と
電
子
を
合
わ
せ

て
７
９
０
２
億
円
、
前
年
同

１
％
増
だ
っ
た
。

　
紙
市
場
の
書
籍
は
同
３
・

２
％
減
の
３
１
７
９
億
円
、

雑
誌
は
同
７
・
８
％
減
の
２

０
２
５
億
円
。
雑
誌
の
内
訳

は
コ
ミ
ッ
ク
ス
・
ム
ッ
ク
を

含
む
月
刊
誌
が
同
７
・
１
％

減
の
１
７
０
８
億
円
、
週
刊

誌
が
11
・
５
％
減
の
３
１
７

億
円
。
月
刊
誌
の
な
か
で
定

期
雑
誌
は
約
６
％
減
、
ム
ッ

ク
が
約
２
％
減
、
コ
ミ
ッ
ク

ス
が
約
17
％
減
だ
っ
た
。

　
電
子
市
場
は
、
電
子
コ

ミ
ッ
ク
が
２
４
１
９
億
円
、

同
６
・
５
％
増
と
伸
び
率
が

鈍
化
。
各
ス
ト
ア
の
独
占
・

先
行
配
信
や
オ
リ
ジ
ナ
ル
作

品
、
縦
ス
ク
ロ
ー
ル
コ
ミ
ッ

ク
な
ど
が
堅
調
だ
っ
た
。
電

子
書
籍
は
２
３
４
億
円
、
同

２
・
２
％
増
と
プ
ラ
ス
に
転

じ
た
。電
子
雑
誌
は
44
億
円
、

同
４
・
８
％
増
だ
っ
た
。

書店支援策の基準
　

第
４
回
と
な
る
活
字
文
化

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
「
書
店
再
生
に
向

け
た
提
言
―
韓
国
の
書
店
支
援
か

ら
日
本
の
書
店
政
策
を
考
え
る
」

を
テ
ー
マ
に
、
齋
藤
健
経
済
産
業

大
臣
、
山
口
寿
一
文
字
・
活
字
文

化
推
進
機
構
理
事
長
（
読
売
新
聞

グ
ル
ー
プ
本
社
社
長
）、
そ
し
て

本
紙
連
載
中
で
韓
国
の
出
版
政
策

に
詳
し
い
白
源
根
氏
を
招
い
て
開

催
し
た
。

　
韓
国
は
政
府
や
自
治
体
に
よ
る

出
版
、
書
店
へ
の
支
援
策
が
充
実

し
て
い
る
が
、
日
本
で
も
齋
藤
大

臣
が
就
任
し
て
経
産
省
が
動
き
出

す
な
ど
、
書
店
支
援
に
向
け
た
取

り
組
み
が
本
格
化
し
て
い
る
。
こ

の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
、
韓
国
の
事
情

を
共
有
し
、
日
本
で
の
あ
り
方
を

考
え
よ
う
と
企
画
し
た
。

　
齋
藤
大
臣
は
書
店
の
必
要
性
を

強
調
し
、
ま
ず
課
題
を
明
ら
か
に

す
る
な
ど
Ｐ
Ｔ
の
方
向
性
を
示
し

た
。
山
口
理
事
長
は
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
の
手
数
料
引
き
下
げ
と
、

地
域
で
の
書
店
と
図
書
館
と
の
連

携
が
即
効
策
に
な
る
と
提
言
。

　
白
氏
は
「
日
本
へ
の
ア
ド
バ
イ

ス
は
？
」
と
の
問
い
に
、
①
環
境

が
変
化
す
る
中
、
新
し
い
書
店
モ

デ
ル
を
作
ろ
う
と
す
る
動
き
を
支

援
す
べ
き
、
②
魅
力
的
な
書
店
を

作
る
こ
と
を
支
援
す
べ
き
、
③
創

業
志
望
者
な
ど
若
者
を
支
援
す
べ

き
―
と
３
つ
の
基
準
が
必
要
だ
と

指
摘
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
支
援

は
書
店
の
た
め
で
は
な
く
、
書
店

に
魅
力
を
感
じ
て
利
用
す
る
国
民

の
た
め
な
の
だ
と
強
調
し
た
。

　
白
氏
は
韓
国
の
支
援
策
が
十
分

で
は
な
い
と
も
話
し
た
が
、
と
は

い
え
書
店
に
対
す
る
意
識
を
社
会

で
共
有
す
る
こ
と
に
貢
献
し
て
い

る
の
で
あ
ろ
う
。　
　
【
星
野
渉
】

株式会社青林書院株式会社青林書院

ECサイトをリニューアル
スマホ対応など実施

加速する加速する
出版流通システム出版流通システム

大塚氏

主要シリーズ「大コンメンタール」と売れ筋書籍

　実務者向け法律専門書を刊行する株式
会社青林書院は今年、設立 70 周年を迎え
た。これまで 20 年以上にわたって光和コ
ンピューターの販売管理・印税管理のシス
テムを利用してきたが、7月には直販（EC）
機能を持つWebサイトを短期間で全面リ
ニューアルした。

株式会社青林書院
代表者：逸見慎一
設　立：1953 年
資本金：2400 万円
所在地：〒 113-0033 東京都文京区本郷 6-4-7
電　話：03-3816-5897

大学教科書から
法律実務家向けにシフト
　手掛けるジャンルは一貫して法律専門書だが、
10 年ほど前までは大学教科書が中心だった。全
国の大学で採用実績があり、全売上の 8割ほどを
占めていた。しかし、当時からすでに大学教科書
の採用が減少傾向にあったことから、実務者向け
書籍に方向を転換。
　かつて年間 40 点ほどあった採用教科書は現在
3点にまで減少しているが、「実務書のシェアを

るDMで受注するほか、Webでの ECも受けて
いる。
　書店流通はトーハン、日本出版販売（日販）、
楽天ブックスネットワークと法律専門の大学図書
と取引。取引条件は買切りだが、大型書店や裁判
所・弁護士会館内の書店など全国に 197 店の常備
店を擁する。

てはいましたが、1
年ほど前に執筆者の
方からスマホ対応を
求めるご指摘を受け
たこともあって、リ
ニューアルすること
にしました」（大塚
氏）という。
　今年 3月に光和コ

全国に 197 の常備店
　読者の 8～ 9 割は裁判官や弁護士、司法書士、
行政書士など専門家が占める。販売ルートは取次・
書店ルートが 9割で、読者への直販は弁護士事務
所や司法書士事務所などへのメールやFAXによ

訴訟法の「大コンメンタール刑法」、「大コンメン
タール刑事訴訟法」をはじめとした、「リーガル・
プログレッシブ」、「最新裁判実務大系」、「最新裁
判書式体系」、「最新青林法律相談」の大型 6シリー
ズは定着し、同社の屋台骨を支える。「大コンメ
ンタール」シリーズは、最高裁判所や法務省も毎
年採用するなど、法曹界の実務者にとってなくて
はならないアイテムだ。
　さらに、『ライセンス契約の理論と実務―新時
代ビジネスの知財活用戦略―』や『類型別　慰謝

ンピューターからサイトリニューアルの提案を受
け、7月には稼働するというスピードだった。稼
働から間もないことから、まだ運用方法など模索
中だが、「少なくとも見た目のインタフェースの
クオリティーが向上しました」（同）と評価する。
法律実務家に専門書を届けるツールとして期待し
ている。

執筆者からの指摘で
　　    サイトリニューアル
　光和コンピューターの販売管理・印税管理シス
テムは 2000 年に導入して以来、安定して稼動を
続けている。物流業務を委託するニューブックの
在庫情報や出荷データを日々取り込み、各取次へ
の納品伝票や請求書を発行。大塚氏は「このシス
テムは決算期の決算資料作成にも欠かせません」
と話す。
　やはり同社が構築したWebサイト経由での直
接販売を以前から行っていたが、割合自体はネッ

高めることで
安定した経営
を継続してい
ます」と営業
部・大塚博夫
氏は述べる。
　新刊の刊行
点数は年間
18 ～ 23 点。
稼働点数は
300 点ほどに
なる。なかで
も刑法、刑事

ト書店の普及な
どもあり近年低
下してきてい
る。それでも、
「以前から考え

料算定の実務Ⅰ』、『事例解
説　離婚と財産分与―裁判
実務における判断基準と考
慮要素―』、『破産管財実践
マニュアル第 2版』、『法人
破産申立て実践マニュアル
〔第 2版〕』、『企業における
裁判に負けないための契約
条項の実務』といった人々
の生活や仕事に直結する領
域を扱う単行本の売れ筋も
多い。

　
ト
ー
ハ
ン
は
７
月
17
日
、
出
版
社
の
版
権
ビ
ジ
ネ
ス
の
業
務
効
率
を
大
幅

に
ア
ッ
プ
す
る
新
し
い
版
権
管
理
シ
ス
テ
ム
「
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ａ
Ｓ
（
ト
ー
ラ
ス
）」

に
つ
い
て
説
明
す
る
会
合
を
、
ト
ー
ハ
ン
本
社
会
議
室
（
東
京
・
新
宿
区
）

で
開
催
し
た
。
当
日
の
説
明
会
は
２
回
に
分
け
て
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
オ
ン

ラ
イ
ン
で
も
配
信
し
、
合
わ
せ
て
約
２
０
０
社
の
出
版
社
が
参
加
し
た
。

　
海
外
と
の
版
権
ビ
ジ
ネ

ス
で
は
こ
れ
ま
で
、
①
契

約
進
行
の
ス
テ
ー
タ
ス
が

確
認
し
に
く
い
、
②
契
約

数
に
比
例
し
て
管
理
す
べ

き
デ
ー
タ
も
増
加
、
③
時

間
も
人
手
も
足
り
ず
実
績

手
段
に
な
る
」
と
の
考
え
を

示
し
た
。
そ
の
う
え
で
、「
せ

っ
か
く
豊
富
な
コ
ン
テ
ン
ツ

が
あ
り
、
ま
た
海
外
市
場
と

い
う
ニ
ー
ズ
も
あ
る
の
に
、

こ
の
状
況
を
な
ん
と
か
打
破

し
た
い
。
そ
の
ひ
と
つ
の

き
っ
か
け
と
な
る
の
が
版
権

管
理
シ
ス
テ
ム
の
『
Ｔ
Ｏ
Ｒ

Ａ
Ｓ
』だ
」と
呼
び
か
け
た
。

Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｃ
Ｙ　
Ｓ
Ｙ
Ｓ
Ｔ
Ｅ

Ｍ
）
で
は
、
版
権
契
約
の
交

渉
や
販
売
実
績
の
管
理
が
見

え
る
化
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な

切
り
口
で
契
約
状
況
の
分
析

が
可
能
に
な
る
。
さ
ま
ざ
ま

な
業
務
を
一
元
管
理
す
る
こ

と
で
出
版
社
の
業
務
効
率
を

大
き
く
向
上
さ
せ
る
。

　
新
シ
ス
テ
ム
の
具
体
的
な

特
長
は
、
①
新
規
契
約
の
プ

ロ
セ
ス
や
履
歴
が
わ
か
る
。

こ
れ
ま
で
権
利
社
、依
頼
社
、

ト
ー
ハ
ン
の
そ
れ
ぞ
れ
が
オ

フ
ァ
ー
や
契
約
の
進
ち
ょ
く

管
理
を
し
て
い
た
が
、
Ｔ
Ｏ

Ｒ
Ａ
Ｓ
で
は
ク
ラ
ウ
ド
上
に

契
約
の
進
ち
ょ
く
管
理
表
を

共
有
す
る
た
め
、
シ
ス
テ
ム

に
ロ
グ
イ
ン
す
れ
ば
い
つ
で

も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

　
ま
た
、
②
販
売
実
績
の
状

況
把
握
と
抽
出
が
い
つ
で
も

で
き
る
。販
売
報
告
書（
セ
ー

ル
ス
レ
ポ
ー
ト
）
が
到
着
し

て
い
る
か
、
ど
こ
ま
で
処
理

が
進
ん
で
い
る
の
か
す
ぐ
に

分
か
る
。
著
者
別
、
ジ
ャ
ン

ル
別
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
切
り

口
で
デ
ー
タ
を
抽
出
で
き
る

ほ
か
、報
告
書
の
デ
ー
タ（
Ｃ

Ｓ
Ｖ
形
式
）
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
す
る
こ
と
が
で
き
、
売
れ

る
タ
イ
ト
ル
や
ジ
ャ
ン
ル
を

分
析
で
き
る
。

　
さ
ら
に
、
③
販
売
や
契
約

情
報
の
管
理
・
分
析
が
簡
単

に
で
き
る
。
契
約
締
結
情

報
・
契
約
内
容
の
詳
細
が
分

か
り
、
契
約
延
長
・
終
了
に

つ
い
て
は
ア
ラ
ー
ト
で
注
意

喚
起
さ
れ
る
。
ま
た
、
契
約

情
報
を
抽
出
し
、
契
約
傾
向

（
ジ
ャ
ン
ル
、
内
容
な
ど
）

の
分
析
に
活
用
で
き
る
。

　
そ
れ
以
外
に
も
、
支
払
明

細
は
こ
れ
ま
で
Ｐ
Ｄ
Ｆ
送

信
（
メ
ー
ル
添
付
）
だ
っ
た

が
、
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ａ
Ｓ
で
は
デ
ー

タ
（
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
、
Ｃ
Ｓ
Ｖ

形
式
）
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

る
。
日
本
語
、
英
語
、
中
国

語
（
簡
体
字
、
繁
体
字
）
の

４
言
語
に
対
応
し
て
い
る
。

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
面
の
強
化
に

も
注
力
し
て
い
る
。

　
ロ
ー
ン
チ
は
今
年
10
月
を

予
定
。
そ
れ
以
降
の
新
オ

フ
ァ
ー
か
ら
、
新
シ
ス
テ
ム

の
契
約
進
ち
ょ
く
管
理
を
ス

タ
ー
ト
す
る
。
出
版
社
へ
の

Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
は
順
次

案
内
す
る
と
し
て
い
る
。
今

回
案
内
す
る
機
能
は「
無
料
」

で
利
用
で
き
る
。

分
析
が
で
き
な
い

―
と

い
っ
た
出
版
社
側
の
課
題
が

あ
っ
た
。

　
説
明
会
の
冒
頭
、
あ
い
さ

つ
し
た
ト
ー
ハ
ン
・
川
上
浩

明
社
長
は
「
日
本
の
多
様
で

豊
か
な
出
版
文
化
を
維
持
し

て
い
く
た
め
に
は
海
外
へ
の

事
業
展
開
が
非
常
に
重
要

で
、
特
に
過
去
の
刊
行
物
が

資
産
と
な
り
、
新
規
の
大
き

な
投
資
を
必
要
と
し
な
い
版

権
ビ
ジ
ネ
ス
は
最
も
有
効
な

実
務
レ
ベ
ル
の
ハ
ー

ド
ル
が
高
い
た
め

に
、
思
う
よ
う
に
事

業
展
開
が
で
き
な
い

と
い
う
非
常
に
残
念

な
状
況
が
日
本
の
出

版
業
界
に
は
あ
る
。

版
権
の
契
約
や

　

実
績
を
見
え
る
化

　
続
い
て
、
海
外
事
業
本
部

国
際
ラ
イ
ツ
グ
ル
ー
プ
の
内

田
明
氏
が
、
今
年
10
月
か
ら

稼
働
す
る
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ａ
Ｓ
の
概

要
、
シ
ス
テ
ム
構
成

な
ど
に
つ
い
て
説
明

し
た
。

　
版
権
ビ
ジ
ネ
ス
の
た
め
の

業
界
初
の
ポ
ー
タ
ル
シ
ス
テ

ム
の
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ａ
Ｓ
（
Ｔ
Ｏ
Ｈ

Ａ
Ｎ　
Ｒ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｔ
Ｓ　
Ａ

「
新
シ
ス
テ
ム
で

　

ビ
ジ
ネ
ス
拡
大
を
」

　
質
疑
応
答
の
あ
と
、
小
野

晴
輝
専
務
執
行
役
員
海
外
事

業
本
部
長
が
登
壇
。「
６
月

に
北
京
国
際
図
書
博
覧
会
に

行
っ
た
が
、
中
国
や
台
湾
の

方
た
ち
が
最
も
訪
れ
た
の
が

日
本
の
ブ
ー
ス
だ
っ
た
。
日

本
の
出
版
物
へ
の
関
心
は
圧

倒
的
に
高
い
」
と
紹
介
し
た

う
え
で
、「
す
で
に
版
権
ビ

ジ
ネ
ス
を
や
ら
れ
て
い
る
出

版
社
は
も
ち
ろ
ん
、
版
権
ビ

ジ
ネ
ス
は
面
倒
が
多
い
の
で

や
っ
て
い
な
い
と

思
っ
て
い
る
出
版

社
に
も
、
ぜ
ひ
新

シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て
日
本

の
出
版
物
を
世
界
に
向
け
て

発
信
し
、
さ
ら
に
ビ
ジ
ネ
ス
を
拡
大
し
て
い
っ
て
ほ
し

い
」
と
訴
え
た
。

期
比
１
・
５
％
減
と
な
っ
た

こ
と
を
発
表
し
た
。
こ
の
う

ち
紙
市
場
は
同
５
・
０
％

減
、
電
子
は
コ
ミ
ッ
ク
、
書

籍
、雑
誌
と
も
に
伸
び
て
６・
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